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気象観測レ ー ダシステムについて

1まえがき

電力系統の安定運用・経済運用を円滑に進める
ためには，気象条件を迅速・的確に把握し，運用
に反映することが重要である。

このため，今回雷と雨両用の気象観測レーダシ
ステムを我が国で初めて導入し，発雷の観測なら

びに降雨観測を開始した。

2 気象レー ダによる鯛測原理
気象レーダは，第1図に示すように，発射した

電波が雨滴や氷滴で反射され，その反射電波が戻
ってくるまでの時間と反射電力Prから，レーダ
方程式により雨量強度Rを求める。

すなわち，レーダ方程式は(1)式で表わされ，こ
の式から(2)式を誘導し，雨量強度Rを求める。

Pr= C·F•B•RP
r2 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(1)

R =［肛 r2
] C·F·B 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2)

ただし，C, F;定数
B, [,;雨滴の大きさで定まる定数

r;雨滴までの距離
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第1図 レーダによる降爾量の●瀾原運

3 観測範囲と讐測項目

気象レーダは，半径300kmまでの観測能力を有

しているが，当社では，発雷の観測，降雨の定量

測定を主目的にしているので，第2図に示すよう

に半径200km以内を観測範囲とし，当社供給区域

のほぽ全域をカバーしている。

観測項目は，第1表に示すように，雷と雨の2

種類に大別できる。

雷については，

① 発雷状況（強雷，中雷，弱雷）の判定

第1表気象レーダの観瀾項目と内容
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内 容

強雷 すでに発雷中
1km叫上の範囲に 25mm/h 以上の雨量

強度あり 高高度面
発雷状況の

中雷 発雷中または発 lkm2 以上の範囲に6-25mrn/h の雨量 で判定
判定 雷の可能性大 強度あり

数十分後に発雷 2 km2 以上の範囲に 5 mm/h 以上の雨量 低高度面
弱雷 の可能性有り 強度あり で判定

雷雲の移動1 1周期 (6分間）で測定解析されたデークの履歴から，雷雲の重心的移動方同·
予測 移動速度を計算し，移動予測を行う。

雷雲の水平断面表示 l 低高度，高高度における水平断面の雨量強度を表示できる。

雷雲の垂直断面表示 I 予め指定した方位の雷雲の垂直断面の雨董強度を表示できる。

雨量強度（血n/h) の定 量測定

主要地点，主要調整池流域の降雨量測定・・・ CRT 表示は， mm単位またはランク No．で行う。•……••現在雨量．累加雨量

雨量強度（強中，弱）の定性測定

降雨城の移動予測 I
1周期 (6分間）で涸定解析されたデークの履歴から，降雨域の重心的

移動方向・移動速度を計算し，移動予測を行う。
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